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年次報告書
紙パックリサイクル

全国牛乳容器環境協議会

1000mlの紙パック６枚は
トイレットペーパー1個分のパルプに相当します

リサイクルありがとう
飲み終わ

ったら 洗って 開いて 乾かして

学校、公共施設、福祉施設、店頭などへの回収ボックス設置にご協力頂くと共に、安定的、定期的に回収
できるシステムづくりをお願い申し上げます。回収した紙パックの引渡先などが判らない時には、地元
自治体の行政窓口にお問い合わせ下さい。その他ご不明な点があれば、当協議会までご連絡下さい。

紙パックの回収にご協力頂いている教育機関、
行政機関、団体、企業のみなさまへ

お問い合わせ先 全国牛乳容器環境協議会 
Email ： info@yokankyo.jp

紙パック
リサイクル
ループ

乳業メーカーと紙容器メーカーが協力し、
牛乳などの紙容器にかかわるリサイクルと
環境保全に取り組んでいます。

全国牛乳容器環境協議会
〒102-0073　東京都千代田区九段北1-14-19 （乳業会館）
TEL 03-3264-3903    FAX 03-3261-9176
https://www.yokankyo.jp

NEW

気持ちいい。
捨てるよりリサイクルが

本誌は環境へのやさしさに配慮して、植物油インクを使用しています。

発行：2025年1月
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　日頃より全国牛乳容器環境協議会（容環協）の活動にご理
解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

　2025年を迎え、私たちを取り巻く環境は依然として不透明な
状況です。新型コロナウイルス感染症の影響は薄らいだものの、
ウクライナ情勢やパレスチナ問題を始めとした世界情勢、円安の
進行やエネルギー費・食料品の高騰、気候変動による異常気象
や酪農乳業への影響など、多くの課題を抱えています。一方で、
持続可能な社会の実現に向け、環境課題に対する感度と
機運が高まっていることを感じています。
　これらの困難な状況下においても、私たち容環協は、紙パック
リサイクル率向上への取組みを通じて、脱炭素社会・循環型
社会への移行を推進するため、活動を続けてきました。牛乳や
乳製品の市場の縮小に伴い、紙パックのリサイクル活動にも
影響が出ていますが、私たちの活動が社会に対してポジティブな
影響を与え、持続可能な社会の実現に向けて貢献できるよう、
一層の努力を重ねて参ります。2025年度も、皆様のご支援と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　容環協の活動の柱となる「紙パックの回収率50％を目標と
する諸活動を通して持続可能な社会づくりに貢献すること」を
目的とした「プラン2025／飲料用紙パックリサイクル行動計画」
では、（1）紙パックリサイクルの現状把握、ステークホルダーとの
コミュニケーション、（2）回収率向上のための啓発、（3）紙パック
の回収・再生インフラの整備支援、（4）次世代を担う子供たち
の環境マインド向上、（5）活動への理解促進、活動の公表と
評価の5つの課題を掲げています。目標年度である2025年度
は、取組みの継続・強化を図り、取組み成果の客観的検証と、振
り返りを行いながら、紙パック回収率50%達成を目指します。

　「プラン2025／飲料用紙パックリサイクル行動計画」に
おいて、「もったいないからリサイクルしよう」といった視点に加え

「紙パックのリサイクルは誰でも身近で手軽にできるサステナ
ビリティへの取組み」といったテーマを追加しています。2024年
も継続して、紙パックの特徴、回収の必要性、正しいリサイクル
方法を浸透させることを目指し、容環協HPの改修やSNSの活用、
自治体の有料ごみ袋への広告掲載を行いました。
　また、一般社団法人日本サステイナブル・レストラン協会と
連携し、業務用の紙パックについても再資源化に取組みました。
小中学校への出前授業、自治体イベントへの出展などでは、
体験実習を採り入れた対面での活動も実施しました。12月には
SDGs Week　EXPO2024／エコプロ2024に出展すると
共に、工作コンクール「牛乳紙パックで『遊ぶ学ぶ』コンクール」
の入賞作品を展示し、広く多くの方々にご覧頂きました。

全国牛乳容器環境協議会

会　長

柳 田  恭 彦
　
　
　サステナブルな社会への関心が高まっている一方で、ここ
10年程漸減傾向にあった紙パックの回収率は2021年度に
底を打ったようにも思われますが、製造過程で発生する損紙や
古紙を含めても4割程度、製品として出荷された容器包装に
限れば3割程度しか回収されていません。 紙パックは針葉樹
パルプを主体とした強度の高い紙と、内外面にラミネートされた
ポリエチレン等の樹脂から成る複合素材であり、適切に回収し、
分離した素材ごとに適した方法で再生することで、さまざまな
製品へリサイクルできる「資源」です。このことをステークホルダー、
特に生活者や外食事業者の皆さまにお伝えし、回収率の向上
とリサイクルシステムの構築につなげたいと考えています。

　以上、ご紹介した内容を中心として、１年間の活動内容を
総括した、「2025紙パックリサイクル年次報告書」を作成しま
した。お目通し頂き、ご意見をお寄せ頂ければ幸いです。多くの
皆さまからのご意見が、紙パック回収率の向上、リサイクルの
推進、資源の有効活用など社会課題の解決につながるものと
考えています。紙パックの資源循環は、紙パック飲料をご利用
頂いているお客様と、回収や再生、製造や流通に携わるさま
ざまな皆さまのご協力があって実現するものです。今後とも、
紙パック回収とリサイクルへのご協力を宜しくお願い申し上げます。
また、会員や賛助会員の皆さまにおかれましては、今迄にも増して
更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。

2025年１月
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回収率目標

50％

紙パックを通じて持続可能な社会づくりに貢献する



 【第36回飲料用紙パックリサイクル促進意見交換会】　

　2024年2月19日に乳業会館にて、農林水産省食品

ロス･リサイクル対策室、同牛乳乳製品課、経済産業省

素材産業課、同資源循環経済課、環境省リサイクル推

進室、自治体、市民団体、古紙回収業者、製紙メーカー、

流通事業者、乳業メーカー、飲料用紙容器メーカーなど

約65名参加のもと、Web会議にて開催しました。

　最初に容環協の伊藤常務理事から、能登半島地震

被災者へのお見舞いを述べた後、歴史と現状について

「1984年に山梨県の市民運動から始まり、『洗って、開いて、

乾かして』という回収ルールが全国に広がったが、ここ

10年ほど回収率は頭打ちなので、リサイクル活動をさらに

前進させる有意義な会にしたい」との挨拶がありました。

農水省から、「少子高齢化やコロナ禍の影響等により集団

回収や店頭回収が減少する情勢下においても回収率が

下げ止まっており、再資源化の一層の推進に向けて本日

の意見交換の成果に期待したい」との挨拶がありました。

　次に取組状況報告として容環協から、組織構成と

活動テーマ概要を説明しました。回収率目標50%ととも

に持続可能な社会づくりに貢献するための5つの体系から

なる新規行動計画「プラン2025」を制定し、取り組んで

いることを報告しました。続いて4つの専門委員会の活動

状況を各委員長から報告しました。
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プラン2025／4年目の取組状況 リサイクル促進意見交換会

プラン「2025」
飲料用紙パックリサイクル

行動計画

　全国牛乳容器環境協議会（容環協）では、乳業メーカーと
飲料用紙容器メーカーの会員企業から選出された専門委員に
よって、「総務」「広報」「イベント」「支部組織」の4つの委員会
を組織し、それぞれ月に1回以上の頻度で会議を開きさまざまな
課題を検討しています。また、各委員会の委員長を始めとする
構成委員からなる「企画運営委員会」を月に1回開催し、組織
横断的な情報共有と活動の進捗確認を行っています。プラン
2025で掲げている5つの行動体系にかかわる2024年の活動
概況は以下の通りです。

（1）紙パックリサイクルの現状把握、ステークホルダーとのコミュニケーション
　飲料用紙容器（紙パック）を資源として有効利用するための
分別回収を支えるためには、消費者による分別排出が欠かせ
ません。容環協ではその状況を確認するため、自治体が消費者
から回収した資源物（雑がみ、紙パック）を組成分析することで、
雑がみに混入する紙パックの比率や、回収された紙パック中の
夾雑物の内容や割合を調査しています。また、自治体や会員
企業を含むステークホルダーによる啓発活動が消費者の意識
変化、行動変容につながっているか評価するため、関東地方
一都六県の消費者を対象としたインターネット意識調査を継続
して実施しています。また、郵送アンケートでは、飲料用紙容器
リサイクルの現状と動向に関する基本調査、地域ごとの回収
力分析、古紙業者の紙パック取扱い意向調査を実施し、我が
国における紙パックのリサイクル率や回収インフラの状況を確認
しています。また、進んだリサイクル活動を行う自治体や学校に
伺ってインタビュー調査を行い、水平展開につながるベストプラ
クティスを収集・発信しています。
　現状把握のための各種調査に加え、会員企業を始めとした
ステークホルダーとの意見交換を行い、古紙リサイクルに関わる
事業環境の変化や、紙パックリサイクルにおける潜在的な課題
がないか、注視しています。

（2）回収率向上のための啓発
　プラン2025の取組みで始めたWebを活用したタイアップ広告
は第10弾となり、継続して容環協サイトへの誘導につなげていま
す。2024年にはタイアップ広告の素材を使ったパネルを作成
してイベントで啓発に使うなど、オンラインでの成果をリアルの活
動に採り入れました。容環協サイトにおいてはリサイクル事例ペ
ージを刷新し、以前に取材した記事に見出しを付けて掲載するこ

とで、閲覧可能なコンテンツの量および一覧性を改善しました。
リアルイベントとして、総合環境展であるエコプロ2024ではパ
ネルと動画を使ったブースを設け、また冊子や紙パックをリサイク
ルして作った物品の配布を行って啓発に取組みました。そのほか
にも、自治体が開催する啓発イベントでは、紙パックの特長と分別
回収の意義、リサイクルの必要性などをお話していますが、この一
年は特に、参加者との対話により共感を作ることに力を入れま
した。
　一般社団法人日本サステイナブル・レストラン協会と連携した
取組みでは、店頭で回収ボックスを設置したり啓発資料を配布した
りする取組みを継続するだけでなく、飲食店の持つ地域での発
信力を活用して出前授業を開催することができました。
　Webサイト等から申込みを受け付けて紙パック回収ボックスや
啓発資料を無償配布したり、自治体の指定有料ごみ袋に啓発
広告を掲載したりする活動も継続しています。

（3）紙パックの回収・再生インフラの整備支援
　飲料用紙容器の回収に使える牛乳パック型の回収ボックスを
継続して無償配布しており、2024年1～11月実績で237個を
配布しました。また、回収ボックスのデザインを更新し、エコプロ
2024にて初披露しました。旧デザインの在庫がなくなり次第、
新デザインの回収ボックスをお配りする予定です。
　地域ごとの回収力分析調査によって各地域や自治体が
抱える課題を捉えると共に、全国製紙原料商工組合連合会

（全原連）にご協力をいただき、市区町村別の紙パックの回収
区分や紙パックを古紙回収する業者の情報を調査し「古紙原料
問屋調査報告書」をまとめています。

（4）次世代を担う子どもたちの環境マインド向上
　紙パックは漂白された長繊維のバージンパルプから作られて
おり、分別してリサイクルすることで有用な紙資源として活用できる
ことを伝えるため、各地の小中学校に赴き出前授業を行って
います。感染症の影響により2020年2月以降の訪問先は市民
団体と連携して講義を行う川崎市など、神奈川県の一部に
留まっていましたが、2024年には千葉県や大阪府の小学校でも
実施できました。
　前記エコプロ2024では、全てのブース説明員が小中学生の
環境学習を支援するキッズサポーターとして、パネルの解説を
したり、質問に答えたりしました。
　牛乳紙パックで『遊ぶ学ぶ』コンクールに今年も協賛し、
審査や表彰に参加しました。全国から3,395作品の応募があり、
受賞作はエコプロ2024に来場の皆様にご覧いただきました。

（5）活動への理解促進、活動の公表と評価
　毎年の活動状況を自ら振り返り、また消費者を含むステーク
ホルダーの皆様にお知らせするため、年次報告書を毎年、発行
しています。Webサイトでは年次報告書だけでなく、各種啓発
資料のPDFや、直近に実施された出前授業・イベントの記録を
公開しています。
　毎年5月に開催される総会においては、前年の活動を振り返って
評価を行い、改善を図って当年の活動計画を立てています。

関係団体が多数集い、
リサイクルの現状と課題を

話し合う貴重な場に。

　調査会社からは、2022年度の回収率調査結果の

詳細内容として、飲料用紙パックの回収率は38.7%、

使用済紙パックの回収率は29.4%とそれぞれ前年度比

0.1ポイント減であったが、他の古紙として回収され紙パック

として分別されたものを分子に加え、まな板などに再活用

されたものを分母から引くと、それぞれ41.5%、32.2%と

試算されること、店頭回収が減少し、集団回収は下げ

止まってきたこと、学校でのリサイクルは前年度比1.7ポイ

ントよくなったことなどの説明がありました。

　ひたちなか市、阿見町から特徴ある取組みとして、前者は

紙パック回収量に応じた図書カード交付事業、後者は

紙パックの回収方法や小学生への啓発活動について

報告していただきました。

　後半の意見交換では、紙パックの回収に関する課題や

成功事例が共有されました。学校給食用紙パック（学乳

パック）の回収がコロナ禍の影響で一時中断していたが、

再開に向けた取組みが進んでいることと、その背景として

市を挙げての小･中学校のSDGsの授業の取組みがあると

報告されました。注ぎ口付き紙パックは現在製紙メーカー

にて問題なく使用されているが、未
み

晒
ざら

し（漂白していない

茶色の）原紙を使用した紙パックが増えることへの懸念の

声も出ました。市民団体や自治体の取組みも紹介され、

工場見学を通じて紙パックのリサイクルを啓発している事例

が報告されました。市民団体から、1リットルの紙パック6枚で

トイレットペーパーが1個できるという話をすると、すごく

驚かれる方がたくさんおられるということはまだ情報がしっ

かりと伝わっていないと感じるとの意見も出ました。

　地球環境問題･資源循環への対応が求められる中で

紙パック回収に携わるステークホルダー間のコミュニケー

ションがよりいっそう重要と再認識いたしました。

専門委員の報告伊藤常務理事の挨拶

活動トピックス●プラン2025／4年目の取組状況 活動トピックス●リサイクル促進意見交換会
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飲料用紙パックリサイクル行動調査

 【2024年 飲料用紙パックのリサイクル行動調査】

　飲料用紙パックリサイクルの消費者セグメント構造（行動

パターン）の把握を目的に、昨年度に続きインターネット調査

を行いました。今年度は関東の1都6県（東京、神奈川、埼

玉、千葉、茨城、栃木、群馬）に絞り込み、15～79 歳の

男女計1,500人を対象とした調査を通じて、年代別のリサイ

クル行動の違い、リサイクルしている理由、リサイクルができ

ていない障害、昨年度との比較による行動の変化などの状

況が明らかになりました。

　調査対象者の約7割が「リサイクルをしている」と回答し、

昨年度から上昇（＋1.6ポイント）しました。リサイクルのきっか

けとしては、昨年同様、「スーパーやお店で回収していた」「自治

体でやっていた」が2大理由で変わりはなく、「インターネットの

動画サイト、特集・記事、SNSで見た・紹介された」について

は予想したほどの伸びはなく微増レベルでした。

　一方、「今後したいと思うが、具体的なやり方を知らない」

比率は昨年より若干低下（−１．７ポイント）していることから、

リサイクル方法の認知自体は一定程度あることがうかがえま

した。また年代が高くなるにつれてリサイクルをしている人の

比率が高くなる傾向は昨年と同様ですが、若年層のなかでも

「リサイクルをしているかつ周りにも推奨している」、「リサイクル

できることを知らない人」が共に一定数あることから、若年層の

認知が進めばリサイクルがより進む可能性が示されました。

　リサイクルしている理由については、「常識」、「習慣化」、

「環境への配慮」、「自治体ルール」が昨年同様主要因ですが、

若年層では「友人知人」、「好きな有名人がやっている」など

周りからの影響が強いことも示されました。

　リサイクルができていない障害は「手間がかかる（忙しくて

できない）」が昨年よりも上昇しており、その理由は、洗うこと

よりも「開く・乾かす」段階にあることがわかりました。

　また「リサイクルをしているのを知らない」層は３０代以下・

一人暮らしなどの若年層に多い状況です。また、「出す量が

減った／やめた理由」として、「商品の購入量が減ったため」

という理由が大多数の約4割を占め、今後、リサイクル量が

減少する要因になっていく可能性が示唆されます。

　リサイクルを増やす施策については、「ゴミ収集場所への

紙パック専用置場の設置」、「割引・ポイント」、「よく行く場所

へ回収場所があったら」が続きますが、「リサイクルしたいと思

う条件はない」とのネガティブな意見も一定数ありました。

　容環協では、出前授業、リサイクル講習会、地域の環境

イベントなどを通じて「紙パックのリサイクルは誰でも身近で

手軽にできるSDGsへの取組み」であることを、実体験を通

じてお伝えしたり、Webサイトのコンテンツを充実させたり、

様 な々観点からの啓発活動を進めています。

　紙パックのリサイクル量を増やすには、現在リサイクルを

実施していない方 が々リサイクルを開始するきっかけづくり、

一度始めた人にはリサイクルを中断させない意識・環境づく

りが重要です。昨今のインターネットやSNSの使用時間が

増加している状況からは、ネットを活用したアプローチがより

有効な手段になっていくと考えられましたが、リサイクルに取

り組むきっかけはネットよりもリアルの体験に結びついている

ことが調査から示唆されました。従来の活動に加えて、実

際の行動に結びついていくよう新しい取組みも考えていく必

要があります。

　今回、明らかとなった課題についての対応を進めていくと

ともに、効果を客観的に見極めていくため、今後もこのよう

な調査を定期的に実施し、容環協の活動に反映していきた

いと考えています。

飲料用紙パックの
リサイクルについて
インターネット調査を

行いました。

として換算すると、2,035個分にあたります。また、CO2

排出量抑制効果は、約286kgになりました。このように

回収枚数をCO2に置き換えてみることで、本キャンペーン

に参加した事業者からは、自分たちの行動を変えることで

CO2排出量の抑制に貢献した実感が持てたと、感想をい

ただいています。

3.FOOD MADE GOOD Japan Awards 2024 
BESTリサイクル賞の授与

　11月18日には、SRAジャパンが主催する、レストラン

のサステナビリティ活動を評価して表彰する式典である

「FOOD MADE GOOD Japan Awards 2024」が開催

され、和田支部組織委員長が「BESTリサイクル賞」の

スポンサーとしてプレゼンターを務めました。

　

　参加エリアの中から千代田、厚木、茅ヶ崎、名古屋・

半田、神戸の5つのエリアがファイナリストに選出され、

千代田エリア（ザ・キャピトルホテル 東急）が、「BESTリ

サイクル賞」を受賞しました。

　ホテル内の多部門に向けて横断的に情報を共有し、

社員一丸となり紙パックのリサイクルを推進したこと、ま

た継続的な回収の仕組みも整えたことが高く評価され、

受賞につながりました。今後、全国のホテルに向けて

紙パック回収のロールモデルとして活動が拡がっていく

ことが期待されます。

　SRAジャパンとの紙パック回収キャンペーンを核にし

た、年間の協働を通して、紙パックのリサイクル業務を

日々のルーティンとして継続に繋げ、事業系における紙

パック全体の回収率向上を目指して、今後も取組みを

行ってまいります。

一般社団法人
日本サステイナブル・レストラン協会

（ＳＲＡジャパン）と連携した
取組みを継続しています。

SNS各種での紹介

FOOD MADE GOOD Japan Awards 2024 表彰式

神戸でのセミナーのようす

【SRAジャパンとの取組み】

　容環協は主に飲食店における業務用領域での紙パック

回収について、2024年度もＳＲＡジャパンと連携した

取組みを継続して行いました。活動の中心となるのが、

「FOOD MADE GOOD 紙パック50アクション」キャン

ペーンです。このキャンペーンは、飲食店における紙パック

の回収啓発と回収率の向上を目指し、回収ルートの設定と

定着の実現に向けた実証実験を行っています。今年度は

8月1日から9月30日を対象期間と設定し、各参加エリアは

そのうち、１ヶ月間を選択し活動しました。

　3年目となる今年度は、地域での連携をより一層強化

するため、SRAジャパンの加盟店だけでなく、地域の団体

も中心になり、環境啓発イベントなどにも積極的に参加

しました。さらに、行政との直接的なパイプ作りや、キー

パーソンとのネットワークの形成を通じて、より多くの地域の

飲食店に働きかける取組みに発展させ、前年度より２エリ

ア増の９エリアに拡大して、キャンペーンを展開しました。

1.キャンペーン参加エリアが全国に拡大、
大規模ホテルが新たに参画

　今年度の参加エリアは、前年度に続き、兵庫県芦屋市、

神奈川県厚木市と同茅ヶ崎市、愛知県名古屋市・半田市

の４エリアに加え、新たに兵庫県神戸市、山形県鶴岡市、

京都府亀岡市、栃木県那須塩原市の４エリア、またホテル

の回収モデルの検証として、東京都千代田区のザ・キャ

ピトルホテル 東急が千代田エリアとして、加わりました。

　キャンペーン期間中は、各エリアのＳＲＡジャパン加盟

店に紙パック回収ボックスを設置し、近隣の飲食店や地

域住民に紙パックリサイクルのリーフレットを配布、リサイ

クルの重要性をお伝えしました。

2.紙パックの回収枚数は前年比倍増
　2024年度のキャンペーン期間中の紙パックの回収枚

数は、前年度の約2倍にあたる、12,209枚になりました。

紙パック6枚を1個のトイレットペーパーにリサイクルできる

業務用領域の取組み

紙パックリサイクル状況（6セグメント）

リサイクルをするきっかけ リサイクルをしている理由

活動トピックス●飲料用紙パックリサイクル行動調査 活動トピックス●業務用領域の取組み
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その他の広告・啓発活動 紙資源の組成分析調査

 【WebやSNSを活用したタイアップ広告】

　紙パックの特徴、リサイクルの意義、正しい分別方法、

再生紙工場の工程や設備、身近な再生品などを広く多く

の方々にお伝えし、紙パックのリサイクルは身近で手軽に

できるSDGsへの取組みであることをご理解いただくため、

2022年からWebやSNSを活用したタイアップ広告を継続

しています。スマホやＰＣを日常的に使用している方々は

多く、これまでに行った計10回のWeb広告のぺージビュー

（PV）数は累計で約167万ＰＶとなっており、Web広告と

リンクさせた容環協ホームページの閲覧数も伸びていま

す。ご覧いただいた方々によるＳＮＳへの投稿、ＳＮＳ上で

の活発な意見交換や議論なども行われており、Web広告

は多くの方々にとって紙パックリサイクルについて改め

て考えていただくきっかけにもなっていると共に、容環協とし

ても、さまざまな視点からの意見を伺うことのできる気付き

となっています。6月に掲載した第9弾では、外国人から見

た日本の文化でもある紙パックリサイクルに対する驚き、10

月からの第10弾では、ある小学校での給食後の素晴らし

い取組みである飲み終わった牛乳の紙パックのリサイク

ル活動を掲載し、容環協ホームページへのアクセス数が大

幅に増加しました。

　今後とも、リサイクル講習会、出前授業、イベント出展

などの直接的な啓発活動に加えて、広く多くの方々に情報

をお伝えすることができるWebやSNSを始めとした媒体や

ホームページを通じた啓発活動に取り組んでいきます。

 【自治体指定のごみ袋への広告掲載】

　2019年から、各自治体が指定している「可燃ごみ袋」へ

「紙パックは捨てずにリサイクル」のメッセージを掲載し、広く

市民の方々に啓発する取組みを進めています。2024年

度には、前年度に掲載頂いた東京都羽村市、神奈川県

逗子市に加えて、新たに神奈川県茅ケ崎市、愛知県犬山市、

北海道帯広市の計５市へ広告掲載を申請し、全て承認さ

れました。掲載自治体を全国に広げることができ、ごみ袋

の購入時や使用時に容環協のメッセージを確認いただける

ものと思います。

　ごみ袋への広告掲載は、行政にとってはごみが削減され

焼却施設への負担が減る、市民の皆さまにとってはかさばる

紙パックを有料のごみ袋に入れなくて良い、容環協にとっては

紙パックリサイクルの推進につながるといった、まさに「三方

良し」の取組みです。今後とも容環協では市民の皆さまに

向けて、紙パックリサイクルの意義を伝えていきます。

犬山市

逗子市

帯広市
タイアップ広告第9弾 タイアップ広告第10弾

●各自治体指定の可燃ごみ袋へ掲載頂く啓発メッセージ

 【2024年度は組成分析調査を4回実施】

　紙パックや雑がみ（ミックスペーパー）の紙資源物は、

自治体が地域住民に分別排出の方法を広報誌や公式

ホームページで案内しても、地域ごとにそのルールが

異なる事情もあり、ティシュペーパーやトイレットペーパー

等に再生可能な紙パックが他の古紙類と混在してしまい、

残念ながら有用な再生資源が一定以上廃棄される状況

が続いています。

　２００４年以降に実施してきた過去の組成分析調査

では、雑誌・新聞・段ボール等を含め自治体が回収した

古紙（紙パックを除く）への、「紙パック（アルミ無し）」の

混在率がおおむね３％以上であることが分かっています。

　容環協では、コロナ禍が終焉した２３年春から２４年

１２月まで計７回、紙製容器包装リサイクル推進協議会

（以下紙推進協）および印刷工業会液体カートン部会

からの呼びかけに応じて組成分析調査に参画してきまし

た※。

　２４年は名古屋市（３月）・旭川市（７月）・千葉市（１０月）、

神戸市（１２月）にて計４回実施しました。千葉市の調査で

は、集団回収で集められた紙類・混在物の山を２２の組

成に分類したところ、紙パックは乾いた良質な状態の束

がまとめて回収され、他の古紙の混入が少なく、単独でパ

レットに仮置きできるほどの量でした。また、紙パックだ

けでなく、包装紙・紙箱（ティシュペーパー箱とそれ以外

の箱）・紙トレイ・ラップの芯等の分別されている割合

が高く、住民の方々の環境意識の高さが感じられま

した。

　容環協は今後も紙推進協および印刷工業会液体

カートン部会と連携を密にとり、大切な紙資源全体の

回収率向上に努めると共に、高品質な再生材である紙

コロナ禍後の分別排出状況を
把握するため、2023年から再開した

組成分析調査に参画しています。

パックの回収に関わる課題解決のヒントをひとつでも

多く見出し、有効な対策につなげてまいります。
※紙推進協主体の組成分析調査；２００４年から２０１９年実施、２０２３年から再開
　印刷工業会液体カートン部会；２００７年から毎年１～２回実施
　容環協単独の組成分析調査；２０１４年以降に随時実施

排出された資源を分類して箱に入れます（名古屋市）

分別排出された紙パック（千葉市）

排出された雑がみをほぐし仕分けます（旭川市）

活動トピックス●その他の広告・啓発活動 活動トピックス●紙資源の組成分析調査
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紙パックリサイクル講習会／イベント・出展

 【こどもエコクラブ全国フェスティバル2024】2024年3月24日

　こどもエコクラブは幼児から高校生まで誰でも参加できる

環境活動のクラブです。これまでに約290万人が参加し、

全国で9万人以上が各地域で自主的な環境学習や実践

活動を行っています。今回、年度の締めくくりとして、さ

まざまな企業や団体の支援や協力のもと、国立オリンピッ

ク記念青少年総合センターにて開催されました。全国

エコ活コンクールの応募作品から選出された都道府県の

代表が集まり、容環協として企業・団体ブースに初出展

しました。

　ブースにはSDGsや環境にスポットを当てた4枚のパネル

を掲示し、机の上には丸太やチップ、回収された紙パック

から作られたトイレットペーパーやボックスティシュなどの

再生品に加え、紙パックの構造が判るようにしたもの、

紙すきに使えるパルプ液、手すきはがきなどを展示しました。

立ち寄っていただいた方にノートやポケットティシュにも紙

パック由来の再生紙が利用されていることをお伝えしまし

た。「みんなの飲んだ牛乳パックをまとめ、ガシャガシャ洗っ

ていました」「昔、紙すきをやったことがある！」「紙パックはリサ

イクルされて何になるの？他はどんなものがあるの？」「リサイ

クルされているのに回収率3割は意外だった」「もったい

ないからまな板に使っている」など、多くの意見や質問が

飛び交いました。

　日本の紙パックの回収システムと海外のシステムが比較

されることがあります。こどもエコクラブ会員の子供たちで

あれば、さまざまな視点から双方のシステムを捉え、議論す

ることができるようになるかもしれません。これから巣立って

いく層に、日本のリサイクルシステムの特徴、歴史、意義な

どを伝えることが大切だと改めて感じました。

 【ワクワクEXPO with第19回食育推進全国大会】2024年6月1日、２日　

　食育推進全国大会は、食育推進運動を重点的に実施

する6月の「食育月間」に開催される全国規模の行事です。

今年度は翌年に万博を控えた大阪市で開催されました。

　ブース内では、「①めくってみよう」で牛乳はカルシウムが豊

富に含まれている食品であること、「②くらべてみよう」でカル

シウムが体に吸収しやすいこと、「③サンプル展示」で牛乳

パックができるまでの工程と飲んだ後はリサイクルすることを

学びました。ブースに立ち寄っていただいた方に紙パック再

生品（ポケットティシュやメモ帳、うちわなど）をプレゼントすると、

その品質の高さに皆おどろいていました。

　同時に放映した乳協の啓発動画「牛乳先生」や「パック

ン探検隊」ショートビデオは大変好評で、来場者の皆さんに

興味をもって見ていただけました。

【牛乳パックリサイクル講座】2024年5月25日

　川越市北公民館からの要請により、小学生を対象とした

『牛乳パックリサイクル講座』を開催することになりました。

牛乳パックン探検隊の動画視聴、紙パックの手開き体験、

紙パックからできたパルプ液を使った手すきはがきづくりの

体験の3つのプログラムから学んでもらいました。

　牛乳パックン探検隊の動画視聴では、紙パックは軽くて

積載効率が良い容器であることを学び、紙パックの手開き

体験では、牛乳パックを実際に飲んでハサミを使わずに

手で開いてもらいました。手すきはがきづくりの体験では、

パルプ液に冷たくて気持ち良いと喜び、柔らかくなったパルプ

液にふわふわしていると驚き、アイロンで乾燥させると固い

丈夫な紙ができることに感動していました。誰でも身近で

手軽にできるSDGｓの取組みであることを理解したと思いま

す。

全国イベントでの意見交換や
自治体イベントでの啓発活動を

実施しました。

多数ご来場いただいた容環協ブース スタンプラリーは大人気

手すきはがきづくり 子供に大人気のスタンプラリー

手すきはがきづくり

パルプ作りのようす 来場者に説明するようすメイン会場での企業・団体ブースの紹介 容環協側の展示内容

パックの手開き体験 容環協ごみ袋広告の認知度調査

パネル展示

牛乳パックンの動画教材を視聴 クイズの景品はノート

 【2024八王子環境フェスティバル】2024年6月9日

　八王子環境フェスティバルは今回で29回目を迎える

八王子市最大の環境イベントです。ブースでは目的ごと

に3つのパートに分けて啓発を行いました。1つは子供向け

のクイズに挑戦するスタンプラリー。もう1つは大人向け

のクイズ・アンケート。3つ目に八王子市の有料ごみ袋に

掲載している容環協の広告の認知度調査です。

　スタンプラリーでは「紙パックは分けて資源ごみに出す」と

即答したり、「日頃から洗って開いて乾かしているが、注ぎ口

付き紙パックの分別が商品によって何故違うのか？」と質問

するなど、意識の高さが感じられました。広告については

「知らなかった」がやや上回ったものの「知ることができたので、

これからは意識して見るようにします」「他のごみ袋には入れな

いの？」などの声をいただきました。初めて参加したイベントで

したが、学ぶ姿勢はエコプロ展に匹敵するものを感じました。

 【むさしのエコr
リ
eゾートワークショップ】2024年8月24日　

　「むさしのエコreゾート」は東京都武蔵野市のごみ処理

施設「武蔵野クリーンセンター」の敷地内にあり、旧建物の

一部をリノベーションして整備された施設です。7月〜8月の

約1か月間「身近なところから環境について楽しく体験しま

せんか？」というテーマで、さまざまな団体や企業が環境に

関連するワークショップや展示会を開催しており、容環協は

「牛乳パックでつくる手すきはがき」というワークショップを

行いました。

　牛乳パックン探検隊の動画視聴、紙パックリサイクルの

パネルやサンプルの展示、紙パック由来の再生パルプを

材料としたオリジナル手すきはがきづくりなどを行い、待ち

時間にぬり絵やクイズ･アンケートに取り組んで、スタッフは

質問に対して回答し、さらに理解を深めていただきました。

 【野田市リサイクルフェア2024】2024年10月19日　　

　野田市役所でのリサイクルフェアに今回も参加しました。

市役所に隣接する野田ガスホールの駐車場では産業祭が

おこなわれており、10月とは思えない陽気とともに出展者の

活気も伝わってきました。

　牛乳パックン探検隊の動画を視聴の後、紙パックの構

造やリサイクルによるCO2削減効果を解説しました。手

開きした紙パックを、子供たちは笑顔で回収ボックスに入れ

てお土産を受け取り、紙すき体験ではオリジナルのはがき

づくりを楽しみました。

　今回のイベントを通じて紙パックが貴重な資源であると理

解していただき、今後さらにリサイクルが進むものと期待がふ

くらみます。

 【第12回アトムフェスタ】2024年11月3日　　

　新宿リサイクル活動センターは高田馬場駅のすぐ近くに

あり、同じ建物で活動する高田馬場福祉作業所と共同で

例年11月アトムフェスタを開催しています。今回、容環協

は初めて出展いたしました。

　来場された方に紙パックのリサイクルに関することなどを

説明しました。リサイクル活動を行う施設でのイベントとい

うこともあり、日頃から紙パックをリサイクルしている方が多

く、どの回収先が利用しやすいかなど貴重な意見が得られ

ました。

　福祉作業所で手作りされた商品の販売やステージでの

発表、またコロナ禍以降で初めて飲食品の販売を再開した

こともあり、たくさんの方が来場されました。

活動トピックス●紙パックリサイクル講習会／イベント・出展 活動トピックス●紙パックリサイクル講習会／イベント・出展
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⽜乳パックリサイクル出前授業 容環協の発行物

手に触れて学びました

「牛乳パックン探検隊」動画を使った解説

出前授業の実施例（学校の要望や授業時間により調整）
・講義　「３Ｒについて」「⽜乳パックをリサイクルする手順や利点」
・動画視聴　「⽜乳パックン探検隊」

「学校給食牛乳パックのリサイクル事例」
・体験学習　「牛乳パックで紙すき」「3層からなる紙パック」

「紙パックの手開き」
協働実施団体（川崎市でのコラボレーション）
・3R推進プロジェクト（市⺠団体）
・グリーンコンシューマグループかわさき（市⺠団体）
・川崎市環境局（減量推進課）

学乳パックのリサイクルに向けて
出前授業に取り組んでいます。

リサイクルの質問をする児童

【千葉県 市川市立国府台小学校】 2024年7月9日

　「紙パックは無駄なくリサイクルされるのがわかりました」

「牛乳をいっぱい飲もうと思いました」という感想がありまし

た。おみやげのうちわやノートを見て「いろいろな製品に

リサイクルできるんだ」と驚きの声がありました。

（小学校4年生3クラス94名受講）

【神奈川県 川崎市立古市場小学校】 2024年10⽉29⽇

　今回の出前授業には、川崎市教育委員会の方々が視察に来られ

ました。市民団体・市環境局・容環協が連携して授業を行い、環境

教育としての意義を実感いただく良い機会になりました。教育委員会

の協力も加わり、学乳パックリサイクルの輪が今後も広がっていくこと

を予感させる出前授業になりました。

（小学校5年生60名受講）

手を上げてクイズに答えるようす

【大阪府 門真市立上野口小学校】 2024年9月17日

　紙すきの体験では代表の先生がはがきづくりに挑戦し、

すき網ですくい上げられたパルプが長方形の形になると

「すごい！」と歓声が上がりました。児童からは様 な々質問が

飛び出し、リサイクルに対する高い関心がうかがえました。

（小学校4年生2クラス42名受講）

講義を集中して聞くようす

【神奈川県 川崎市立東橘中学校】 2024年8⽉30⽇

　川崎市には、全国でも有数のリサイクル工場があり、

紙パックの回収・リサイクルの仕組みがきちんとでき上がって

います。しかし、現在学乳パックが焼却処分されていること

を生徒に話すと皆びっくりしていました。

（中学校2年生8クラス322名受講）

【神奈川県 横浜市立豊岡小学校】 2024年1月19日

　「日本国内で植林はしているの？」「紙パック１枚からどれ

くらいのはがきができるの？」「紙すきはがきづくりの方法

を知って、紙パックをリサイクルすることが地球環境に役立

つことがわかってよかった」などの質問や感想がありました。

（小学校4年3組32名受講）

紙パックの特性やリサイクルを
わかりやすく学べるＤＶＤや

リーフレットを提供しています。

知ってほしい紙パックとリサイクル
大人向けに、牛乳パックのリサイクルと環境についてわかりやすく解説した冊子です。
①貴重な資源の紙パック、②紙だからいいこと、③循環型社会のために、④リサイクルすれば・・・、
⑤分別のルール、⑥紙パックのリサイクルの現状 について記載しています。地域などでの紙パック
リサイクルの啓発活動にもお使いいただけます。お申込みいただければ配布しています。

ＤＶＤ「牛乳パックン探検隊」
小学生に、牛乳パックのリサイクルと環境についてわかりやすく学習してもらうDVD です。
①牛乳パックのふるさと、②森林の管理、③木から牛乳パックへ、④牛乳パックの特徴、
⑤飲んだらリサイクル、の5つの内容を、牛乳パックンが説明してくれます。子供たちに親しみを持って
見てもらえる内容です。環境について考え、自ら行動することの大切さを学ぶ教材としてご活用
ください。お申込みいただいた学校・団体には無料配布しています。2025 年にさらに観やす
くなった改訂版が発行されます。

地球にやさしく紙パックのリサイクル、紙パックで地球にやさしくNOTEBOOK
資源ってなんだろう？ どうしてリサイクルするの？ どんないいことがあるの？ 紙パックのふるさとは？
といった疑問、リサイクルのルール、紙パックの開き方をわかりやすく解説しています。地球に
やさしく、地球温暖化防止に貢献できる紙パックのリサイクルを始めてみませんか？ 小学生向け
には、学習帳としてもお役立ていただける「紙パックで地球にやさしくNOTEBOOK」があります。
表紙には紙パックを主体とした再生紙を使用しています。どちらもお申込みいただければ配布
しています。

学校給食用牛乳パックリサイクルの手引き
学校給食の牛乳パックのリサイクルで困っていませんか？ リサイクルで困っている先生のお手伝い
をするために、リサイクルの手引きを作成しました。実際にリサイクルを行っている学校の事例
が紹介されていて、リサイクルするためのヒントが載っています。なぜ紙パックのリサイクルが必要
なのかもわかります。また、飲み終わった牛乳パックの開け方もわかりやすく図で示してあります。
この手引きは、容環協のホームページからダウンロードして利用できます。2025 年にさらに
読みやすくなった改訂版が発行されます。

牛乳パックン探検隊DVD

マシンガンズDVD
「牛乳パックリサイクルしないともったいない」

マシンガンズDVD「牛乳パックリサイクルしないともったいない」
マシンガンズによる牛乳パックのリサイクルをゆるーく解説した DVD です。語りはゆるーくしてい
ますが、内容はいたってまじめに作ってありますので、子供から大人まで楽しんで見ながらリサ
イクルを学ぶことができる DVD です。「もったいない ! 牛乳パックは捨てないで」と「やって
みよ～牛乳パックのリサイクル」の 2 部構成になっていて、それぞれ約 8 分の動画です。この
DVDもお申込みいただければ無料配布しています。

知ってほしい紙パックと
リサイクル

地球にやさしく紙パックのリサイクル

紙パックで地球にやさしくNOTEBOOK

学校給食用牛乳パック
リサイクルの手引き

活動トピックス●牛乳パックリサイクル出前授業 活動トピックス●容環協の発行物
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エコプロ2024 牛乳紙パックで『遊ぶ学ぶ』コンクール

【エコプロ2024】12月4日～6日

　東京ビッグサイトで開催された日本最大級の環境イベン

トに本年度も出展いたしました。

　前年好評だったスタンプラリーを踏襲し、小・中学生に

紙パックの特徴、紙パックリサイクルの意義と環境への

貢献、リサイクルのルール、森林管理、リサイクル工場の

ようすを楽しく学んでもらえるようにしました。

　パネルの掲示コーナーにはクイズを設定し、入り口で

もらった台紙に牛乳パックンのスタンプを押して回答してい

きます。各パネルでは、専門委員が実物サンプルを使っ

て説明を行い、クイズに回答、次のコーナーに進み、スタ

ンプラリーを完成させていきます。スタンプラリーに参加い

ただいた方には、地球にやさしくNOTEBOOKと紙パック

の再生パルプを使用したコースター、一筆箋、ポチ袋、手

すきメモカードなどの再生品を1点、参加賞としてプレゼン

トしました。小・中学生限定で実施したスタンプラリーは

大変好評で、準備した2,000個の参加賞は3日目には不

足し、手すきメモカードを追加するほどでした。

　各パネルでは、「なぜ紙パックは分別して出すの？」「管

理された森から切り出され木は無駄なく使われているんだ！」

連日盛況の容環協ブース。
国内最大級の環境展に

出展しました。

児童にパネルを説明するようす 容環協ブースは大盛況でした パネルに関連したクイズを出す
ようす

おともだち皆で紙パックを
持ってきてくれました

真崎茜里さんの作品
『未来へのキャリーケース』が

見事最優秀賞に。

≪受賞作品≫
◆最優秀賞　
  『未来へのキャリーケース』
　真崎 茜里さん（北海道千歳市立末広小学校6年）
◆優秀賞　『万年ecoカレンダー』
　真崎 妃茉里さん（北海道千歳市立末広小学校4年）
◆優秀賞　『タガメとカエル』
　川﨑 清永さん（大阪府堺市立竹城台東小学校1年）
◆全国小中学校環境教育研究会賞
  『紙から手作り！ランプシェード』
　池戸 煌梨、陽茉凛さん（岐阜県中津川市立苗木小学校６・４年）
◆持続可能な社会をつくる元気ネット賞
　『東御市名産品のつめ合わせ』
　土屋 芹葉さん（長野県東御市立北御牧小学校6年）
◆日本乳業協会賞
　『牛乳パックでバースデーケーキ』
　廣瀬 心美さん（東京都杉並区立桃井第二小学校4年）
◆全国牛乳容器環境協議会賞
　『マンモス』
　大森 暁さん（茨城県つくば市立栗原小学校5年）
◆審査員特別賞
　『パイナップル』
　名生 真彩さん（神奈川県立相模原中央支援学校4年）

　24回目となる「牛乳紙パックで『遊ぶ学ぶ』コンクール」

が開催され、全国の小学校より3,395作品の応募があり

ました。いずれも力作ぞろいの中、厳正な審査の結果、

受賞8作品が選ばれました。入賞された皆様、おめでとう

ございます。

　最優秀賞は真崎茜里さんの『未来へのキャリーケース』。

開くと丸い地球が現れたり、キャスターの脚が回転したり、

動きのある作品です。本作品には「いつまでも豊かな自然

を守り、未来に届けたい」、「きれいな地球を残したい」と

いう気持ちが込められています。受賞作品で最多、192枚

の紙パックを使った大作でありながら、部位ごとに異なる

加工が施され、素材の様々な特性を活かした力作です。

　今回も「エコプロ2024」の容環協ブースで受賞作品を

展示しました。来場された方々からは「紙パックからこんな

素晴らしい作品ができるなんて！」という感嘆の声が上がって

いました。また、表彰式も東京駅前の会場にて開催され、

審査委員長の東京国立博物館・藤原館長、実行委員長

の容環協・柳田会長をはじめ、審査委員の方々から受賞

者に賞状・トロフィー・副賞が贈られました。

　受賞作品は容環協の小学生向けホームページ「牛乳

パックン探検隊」で紹介されています。

審査のようす 表彰式のようす

最優秀賞『未来へのキャリーケース』

「紙パックをリサイクルすると何ができるの？」「回収率って

50％ないの！？」といった疑問や意見が寄せられ、専門委

員が丁寧に対応していました。

　エコプロ2024の累計来場者数は、前年より少ない約

63,300名でしたが、容環協のブースは前年より3割増し

の約3,200名の方が足を運んで下さいました。

　今回のエコプロ展では、新しく制作した「牛乳パックン

探検隊」の動画と（一社）日本乳業協会より提供いただい

た「教えて‼牛乳先生」の動画を大型モニターで交互に

上映しました。デザインをリニューアルした回収ボックスの

お披露目も行いました。「紙パックを持参した方には景品

を差し上げます」とエコプロ出展者紹介サイトに告知したと

ころ、紙パックを持参してくださる方が多く、回収ボックス

は一杯になりました。

　例年どおり牛乳紙パックで『遊ぶ学ぶ』コンクール入賞

作品の展示と会員企業から送付された紙パックの展示は

容環協ブースの正面に配置し、沢山の来場者の方に見

ていただけるように工夫しました。

　今回の展示を通じて、「紙パックのリサイクルが、身近

で手軽に出来るSDGsへの取組みであること」を多くの

方々に訴求することができました。

活動トピックス●エコプロ2024 活動トピックス●牛乳紙パックで『遊ぶ学ぶ』コンクール
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活動報告ダイジェスト

2023年度 紙パック回収率

2023年度の紙パック回収率は
38.8％でした。

市町村回収や
集団回収の紙パック取引価格が

上昇しています。

2023年度の紙パック回収量は
78.1千トンでした。

※2023年度実態調査では、紙パックメーカー8社・飲料メーカー251社・市区町村1,741・
小学校1,898・スーパーマーケット等1,050・市民団体および福祉施設21・製紙メーカー
22社等をアンケート調査対象とし、あわせてヒアリング調査を実施しました。

※「産業損紙・古紙」とは、紙パック製造工場や飲料工場で発生した損紙や古紙をいい
ます。

※「損紙」とは紙パック製造工場や飲料工場で飲料充填前に発生した端材などを、「古紙」
とは飲料充填後に発生した紙パックをいいます。また、「使用済紙パック」とは、家庭、
学校、店舗、事業所などで飲み終わった紙パックを指します。

　使用済紙パックのうち、他の古紙として回収され、紙パックとして選別・
資源化されながらも回収量に計上されていないものが約1.3千トン、使用済
紙パックのうち、まな板などに再活用された後に廃棄されるものが約9.3千ト
ンあると推計されています。前者を分子に加え、後者を分母から控除したと
きの回収率は次のようになります。
紙パック回収率＝41.4%、使用済紙パック回収率＝32.2%

　紙パックリサイクルに関する情報を関係者や社会に提供する

ため、1995年から実施している「飲料用紙容器リサイクルの

現状と動向に関する基本調査」が、2024年も6月～10月に

実施され、2023年度のリサイクル状況が明らかになりました。

　2023年度の紙パック全体の回収率は38.8％（前年度から

0.1ポイント増）、使用済紙パック回収率は29.8％（同0.4ポイ

ント増）となりました。

　なお、紙パックとしてではなく、他の古紙として回収された後に

紙パックとして選別されてリサイクルされていても回収量に計上

されていないものがあり、この推計回収量を含めると、紙パック

回収率は39.4％、使用済紙パック回収率は30.5％となります。

　紙パック古紙は、紙の繊維が長く強いことなどから、良質

の再生紙原料であり、高値で取引されています。

　紙パックの取引価格は、自治体ごとに決め方がさまざまな

ので、標準的な価格を出すのは困難です。ここでは紙パック

単独の価格で、資源価格以外の条件がついていない取引

を対象に、相手先別に、相手先に来てもらう引渡価格と、

相手先へ持ち込んだときの持込価格に分けて、市町村回収

（東京特別区の回収を含む）と集団回収の価格を集計しま

した。

　これらの回収の主な取引先は古紙回収業者と古紙原料

問屋です。市町村回収の取引価格を見ると、値上がりした

ものと値下がりしたものとがありますが、平均では0.1円の

価格上昇となりました。また、集団回収では、引渡が0.2円

の値上がり、持込が横ばいで、平均では0.2円の価格上昇

となりました。

※紙パック再資源化量＝紙パック総受入量×歩留。歩留は、2001年度以降についてはアンケートにより求めています。
※1994年度の産業損紙発生量にはアルミ付き紙パックを含みます。
※100トン未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。また、同じ理由により表中の数値から回収率や前年度比を計算すると合わない箇所があります。

　国内紙パックの回収率は、右の図のように推移しています。回収

量と回収率の詳細は下の表のとおりです。

　2023年度の国内紙パック回収量は78.1千トンで、前年度より

2.5千トン（3.1％）減少しました。紙パックメーカーの損紙など、産業

損紙・古紙の回収量は前年度から1.5千トン減少しました。使用済

紙パックのうち、事業系では学校給食の回収増加により回収量は

増加しましたが、家庭系回収量が減少し、全体では前年度から1.0千

トン減少しました。原紙使用量、出荷量ともに、回収量よりやや

大きな減少率となっています。その結果、紙パック回収率は前年度

から0.1ポイント、使用済紙パック回収率は0.4ポイント上昇しました。

回
収
率（
％
）
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1994 2021 20222019 2020
（年度）
2023

13.4

19.9

紙パック回収率（H）/（A）
使用済紙パック回収率（D）/（B）

38.8

29.8
32.3

41.4
38.8

29.7

38.7

29.4

38.8

29.5

紙パック回収率の推移

紙パック古紙の平均取引価格

（円／ kg）

2023年度の紙パック回収率

主要データの推移（単位：千トン）

38.8％
（2022年度 38.7％）

紙パック回収率（産業損紙・古紙を含む）

＝国内紙パック回収量÷紙パック原紙使用量
＝78.1千トン ／ 201.3千トン

使用済紙パック回収率（使用された紙パック）

＝使用済紙パック回収量÷飲料メーカー紙パック出荷量
＝52.1千トン ／ 175.0千トン

29.8％
（2022年度 29.4％）

参考 他の古紙への混入や再活用を反映した回収率

古紙回収業者

古紙原料問屋

再生紙メーカー

取引先不問

引渡価格

集
団
回
収

市
町
村
回
収

持込価格

引渡価格

持込価格

引渡価格

持込価格

平均価格

引渡価格

持込価格

平均価格

2020 2021 2022年度

4.2

4.7

5.1

5.7

4.7

10.1

5.0

3.7

4.0

3.8

4.3

4.4

5.5

5.9

4.1

8.2

4.9

3.7

4.8

4.1

5.1

5.0

6.7

7.4

6.4

11.0

5.8

4.0

5.0

4.3

2023

5.3

4.6

6.3

7.9

4.8

5.6

5.9

4.2

5.0

4.5

区　分 1994 2019 2020 2021 2022 2023 対前年度
飲料用紙パック原紙使用量（A）			   216.0 216.6 216.9 211.2 208.5 201.3 −3.5%
　　紙パックメーカー産業損紙発生量 16.5 27.1 26.4 26.2 25.4 24.5 −3.6%
　　飲料メーカー産業損紙等発生量 － 2.3 1.9 1.9 2.3 1.8 −22.2%
飲料メーカー飲料用紙パック出荷量（B） 197.9 187.0 188.7 183.1 180.8 175.0 −3.2%
　　家庭系（C） 168.7 165.3 167.8 160.9 158.0 152.0 −3.8%
　　事業系出荷量 29.2 21.7 20.9 22.2 22.8 23.0 +1.1%
　　　学校給食 10.7 11.6 11.9 13.1 13.3 13.4 +0.5%
　　　飲食店等 18.5 10.1 9.0 9.1 9.4 9.6 +2.0%
使用済紙パック回収量（D）＝（E）＋（F） 26.5 60.4 56.1 54.1 53.2 52.1 −2.0%
　　家庭系（E） 25.9 50.9 48.5 46.8 45.6 44.3 −2.8%
　　　店頭回収 13.8 28.0 27.5 26.5 25.6 24.7 −3.5%
　　　市町村回収 4.3 10.8 10.6 10.3 10.0 9.7 −2.4%
　　　集団回収等 7.8 12.2 10.3 9.9 10.0 9.8 −1.3%
　　　　市町村登録団体等 7.8 7.0 5.6 5.4 5.3 4.8 −9.0%
　　　　古紙原料問屋による独自回収等 － 5.1 4.7 4.5 4.6 5.0 +7.6%
　　事業系（F） 0.6 9.5 7.6 7.3 7.6 7.8 +2.7%
　　　学校給食 0.6 7.6 5.7 5.5 5.8 6.4 +8.7%
　　　飲食店等 － 1.9 2.0 1.8 1.8 1.5 −17.1%
産業損紙・古紙紙パック回収量（G） 16.5 29.2 28.0 27.9 27.5 26.0 −5.4%
　　紙パックメーカー 16.5 27.1 26.4 26.2 25.4 24.5 −3.6%
　　飲料メーカー － 2.1 1.6 1.7 2.1 1.5 −27.5%
国内紙パック回収量（H）＝（D）＋（G） 43.0 89.6 84.1 82.0 80.6 78.1 −3.1%
紙パック古紙輸入量 － 12.9 13.1 12.0 12.8 10.8 −16.0%
紙パック総受入量 43.0 102.5 97.2 94.1 93.5 88.9 −4.9%
紙パック再資源化量 30.1 77.0 75.5 75.2 75.4 71.7 −5.0%

回
収
率

紙パック回収率（H）/（A） 19.9% 41.4% 38.8% 38.8% 38.7% 38.8% +0.1ポイント

使用済紙パック回収率（D）/（B） 13.4% 32.3% 29.7% 29.5% 29.4% 29.8% +0.4ポイント

家庭系使用済紙パック回収率（E）/（C） 15.4% 30.8% 28.9% 29.1% 28.8% 29.1% +0.3ポイント
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CO2が削減できます

牛乳パックをリサイクルすると

一般家庭等（家庭系）

飲食店等（事業系）

学校給食（事業系）

生協・スーパー等
【店頭回収】

自治体

市民団体等

【市町村回収】

【集団回収等】

再活用や他の古紙、
可燃ごみへの排出量

●再活用後、廃棄される紙パック：約9.3千トン
●他の古紙で回収され分別されるが、
　回収量に計上されない紙パック：約1.3千トン
●直接可燃ごみなどへ廃棄：約112.3千トン

古紙回収業者・古紙原料問屋等

海外
【輸入古紙】

原紙メーカー

再生紙メーカー

リサイクル製品

紙パックメーカー 飲料メーカー 販売店等

2023年度の紙パックリサイクルの全体像をマテリアルフローで示したものです。
※単位：千トン
※（  ）内は2022年度との差です。
※四捨五入しているため、合計と一致しない箇所があります。

ラミネートポリ等の残さ（熱回収等）

＊廃棄物量には熱回収されるものも含む。

紙パック
原紙使用量

201.3
（-7.2）

損紙発生量

24.5
（-0.9）

損紙・古紙発生量

1.8
（-0.5）

学校給食
紙パック回収量

家庭系
紙パック回収量

紙パック
総受入量

88.9
（-4.6）

17.2
（-0.8）

国内紙パック
回収量

78.1
（-2.5）

産業損紙・古紙

26.0
（-1.5）

事業系
紙パック

7.8
（+0.2）

家庭系
紙パック

44.3
（-1.3）

紙パック
古紙輸入量

10.8
（-2.1）

廃棄物量

0.0
（±0.0）

廃棄物量＊

0.3
（+0.1）

紙パック
販売量

176.8
（-6.3）

紙パック
出荷量

175.0
（-5.8）

152.0
（-6.0）

107.7
（-4.8）

122.9
（-4.7）

8.1
（+0.5）

24.7
（-0.9）

6.4
（+0.5）

飲食店等
紙パック回収量

1.5
（-0.3）

44.3
（-1.3）

9.8
（-0.1）

10.8
（-2.1）

9.7
（-0.2）

7.1
（-0.5）

9.6
（+0.2）

13.4
（+0.1）

71.7
（-3.8）

紙パック
再資源化量

ティシュ
ペーパー

7.4
10.3% トイレット

ペーパー

56.4
78.8%

板紙・その他

7.9
11.0%

16 17

活動報告ダイジェスト

2023年度 紙パックマテリアルフロー
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取組事例

福祉施設のリサイクル状況

取組事例

18 19

2024年度状況報告

小売事業者のリサイクル状況

スーパーマーケットなどの
店頭回収ボックスで多くの紙パックが

回収されています。

福祉施設の回収先は
多岐にわたっています。

　家庭からの紙パック回収の50％以上を占めているのが

スーパーマーケットなどの店頭に設置された回収ボックス

からの回収です。

　店頭回収の調査は、生活協同組合やスーパーマーケット

各社の公表データ、および独自アンケート調査で行って

います。2023年度におけるこれらの合計値は24.7千トンで、

前年度より0.9千トン減少しました。家庭系に占める店頭

回収の比率は55.8％で、前年度から0.4ポイント低下しま

した。

　なお、小売形態の変化に合わせて、一部のドラッグストア

やコンビニエンスストアについても調査を行っています。

　福祉施設の回収先は、スーパーマーケットなどの店頭

回収ボックスが多いほか、一般家庭、小学校などの学校、

自治体の回収ボックスなどと多岐にわたっています。　

　また、多くの施設では、回収・受け入れした紙パックを

主に回収業者に引き渡しています。

取り組んでいます！ リサイクル

　「アマゾン 川島フルフィルメントセン

ター」は、パソコンやモニター等の電気

製品や、大きなサイズの商品の入出荷を主に担当して

いる拠点です。こちらのセンターでは、様々なボランティ

ア活動（Amazon Gives）に取り組んでおり、その一つと

して、紙パックのリサイクル活動に取り組んでいます。セ

ンター内に紙パックの回収ボックスを設置し、従業員より

回収した紙パックを２か月に１度、同じ川島町に位置する

「社会福祉法人ウィング ワーク＆ライクのびっこ」へ提供

しています。

　社会福祉法人ウィングは２００２年に設立され、利用

者の方々がこの地域で安心して快適に生活ができるよう

必要な福祉サービスを提供しています。現在８つの事業

所を開設しており、そのうちの一つ、ワーク＆ライクのびっこ

では、設立当初より地域の紙パックを回収し、手作業で

名刺やはがき等へリサイクルする活動を行っています。

利用者の方々が描いた絵やメッセージを加えたコース

ター等、オリジナリティにあふれた温かみのある製品を

作っています。これらの製品は地域のイベントや併設の

カフェにて販売している他、注文にも対応しています。

　両者とも地域社会とのつながりを大切にし、活き活き

とリサイクル活動に取り組まれている様子が非常に印象

的でした。

福祉施設の紙パック回収量に占める回収先割合

スーパー・生協などからの回収
一般家庭からの回収
自治体の回収ボックスなどからの回収
小学校などの学校からの回収
他の回収団体
その他

7％

11％

11％

0％

5％

66％

家庭系紙パックの回収拠点別回収量（推計値）

店頭回収

集団回収等

市町村回収

合計

44.3千トン
24.7千トン
（55.8%）

9.7千トン
（22.0%）

9.8千トン
（22.2%）

　容環協は2024年5月、尼崎パックルネットを

訪問し、視察とともに意見交換を行いました。

　同会は、1997年の容器包装リサイクル法施行と同時に立

ち上げられた、歴史ある紙パックのリサイクルを進める団体で

す。その目的は①牛乳パックの回収を通じて環境問題を考え

る、②再生紙の利用を促進していく、③障がい者の仕事づく

りで、活動メンバーは社会福祉法人みんなの労働文化セン

ターに所属している障がい当事者の方 で々す。尼崎市内の回

収拠点は小中学校、スーパーマーケット店舗など約150か所に

及び、2023年の紙パック回収量は約31トンでした。

　訪問当日もメンバーは紙パック回収作業に出かけていまし

た。回収先の小学校では集められた紙パック重量に応じて紙

パック再生のトイレットペーパー『あまロール』と交換し「これは、

みなさんが集めてくれた牛乳パックが入っているか
・

も
・

し
・

れ
・

な
・

い
・

ト

イレットペーパーです！」と声をかけるそうです。尼崎パックルネッ

トでは、自分たちのもとに戻ってくるリサイクルの実感・ストーリー

を大切にされているそうです。ちなみに、このペーパーは県内

で再生されたもの。これらの活動を通じて「地産地消型のリサ

イクル」「市民によるリサイクル」を実践し、広めていきたいとの

思いが込められています。永岡代表はコロナ禍で中断してい

る小学校での環境授業への参加などの交流イベントの再開を

願っていると熱く語られていました。容環協ではリサイクル啓

発動画「牛乳パックン探検隊」の改訂を進めており、小学校

の環境授業への参画再開時にはぜひ役立てていただきたい

という思いで情報提供しました。

取り組んでいます！ リサイクル

尼崎パックルネット
（兵庫県尼崎市）

川島フルフィルメントセンター ワーク＆ライクのびっこ

アマゾン 川島フルフィルメント
センター／社会福祉法人ウィング 
ワーク＆ライクのびっこ

（埼玉県比企郡川島町）

小学校での回収活動
（尼崎市立浜小学校）

環境イベントでの啓発活動
（あらたエコフェスタ）

2024年度状況報告●小売事業者のリサイクル状況 2024年度状況報告●福祉施設のリサイクル状況



取り組んでいます！ リサイクル

捨てるなんてもったいない！

牛乳パックは食品容器だから最高級の紙からできています

20

2024年度状況報告

21

市町村回収・集団回収の状況

紙パックの市町村回収は
分別収集方式や拠点回収方式

で実施されています。

　市町村回収の紙パック回収方式には、分別収集方式

と拠点回収方式があります。分別収集とは各戸やステー

ションからの回収で、拠点回収は公民館の回収ボックス

などからの回収です。

　紙パックを回収している市区町村を都市類型別に見ると、

一般市と町村では分別収集が多く、分別収集のみで

60％を超え、拠点回収も実施している自治体を加えると

一般市、町村ともに分別収集を実施している割合は

80%を超えています。政令指定都市と東京特別区は拠

点回収が多く、特に政令指定都市では拠点回収を実施

している割合は75.0％となっています。

取組事例

都市類型別・回収方式の比率

一般市

政令指定都市

東京特別区

町村

全体

24.5%62.2% 13.3%

31.3%25.0% 43.8%

17.4%56.5% 26.1%

76.9% 10.5% 12.6%

67.4% 13.8%18.8%

分別収集のみ
分別収集と拠点回収の両方
拠点回収のみ

　昨今の古紙不足という業界問題がある一

方、平均的な自治体では、家庭系一般廃棄

物における焼却物のうち、「紙」が重量比30％を占めると言われ

ます。座間市の紙パック回収量は、令和5年度で14トンである

ものの、いまだに一部は一般廃棄物として焼却されています。

　焼却量の削減に積極的に取り組む座間市リユース推進課は、

同市が毎年全世帯に配布している“資源物とごみの分別収集カ

レンダー”を使い、市民に様々な周知をしていますが、特にミッ

クスペーパー（以下MP）について、内側にアルミの付いた紙など

の具体的な品目に加え「そのほか汚れていない全ての紙」と書い

たところ、市民が分別に迷わなくなり、併せてイオンモール座間

と協力し、フードコートで発生する汚れた紙ごみも同ルートに乗せ

ることで回収量を1.5倍以上に増加させることに成功しました。

　その後古紙問屋である㈱大久保で臭いが出ないよう圧縮梱

包が施され、コアレックス信栄㈱に納品、一部はイオングループ

のプライベートブランドのトイレットペーパーに生まれ変わる「資源

循環サイクル」となりました。座間市は、MPの処理に技術的な

制約があるため、中間の古紙問屋を介さず古紙の売買をコア

レックス信栄㈱と随意契約。本取組みから、分別のわかり易さ・

出し易さが資源物回収を増やすと確信していました。突き詰める

とそれは「市民ファースト」の取組みといえます。

　次の狙いはMPに含まれる紙パックを更に分別して回収する

こと。容環協では引き続き座間市の取組みに注目しています。

イオンモール座間の掲示 ミックスペーパーの梱包

市町村回収や集団回収で
14.6千トンの紙パックが

回収されました。

　2023年度調査は全国の1,741市区町村を対象に

実施し、1,237市区町村から回答を得ました。回答人口

比率は日本全体の90.2％になります。

　調査では、市区町村や一部事務組合などが行う収集を

「市町村回収」、住民団体による自主的な回収を「集団

回収」としています。

　市区町村数で見たとき、市町村回収実施率と、市区

町村登録の集団回収実施率は前年度とほぼ同じで、

市町村回収が84.6％、集団回収実施率は51.4％※でした。

市町村回収と集団回収の少なくとも一方を実施している

のは90.9％で、全国の9割の自治体で紙パックの回収に

取り組んでいることになります。

　市町村回収量と集団回収量は、都市類型別に「一般市」

「政令指定都市」「東京特別区」「町村」の4つに分けて

推計しています。2023年度は市町村回収が9.7千トン、

集団回収が4.8千トンで、合計では14.6千トンでした。

　1人あたりの回収量（原単位）を見ると、市町村回収は、

町村や一般市が大きく、政令指定都市や東京特別区では

小さくなっています。また、集団回収は、東京特別区が

小さくなっています。両方を合計した回収原単位は、一般市

と町村で大きく、政令指定都市や東京特別区などの大都市

で小さくなっています。ただし、政令指定都市や東京特別区

は、市や区によってさまざまです。

　都市規模や地域によって異なる紙パック回収の実情を

踏まえ、紙パック回収量を増やすための検討を進めることが

課題といえるでしょう。

市町村回収と集団回収の実施率 都市類型別の市町村回収・集団回収推計回収量

市町村回収と集団回収の両方実施
市町村回収のみ実施
市町村回収は実施、集団回収不明
集団回収のみ実施
市町村回収は未実施、集団回収不明
どちらも未実施

回答自治体数

1,237
40.9％
（506）

36.7％
(454)

7.8％
(97)

1.3％
（16）

7.0％
(87)

6.2％
（77）

※集団回収実施率＝（市町村回収と集団回収を両方実施＋集団回収のみ実施）／
｛回答自治体数－（市町村回収実施・集団回収不明の自治体数＋市町村回収未
実施・集団回収不明の自治体数）｝＝（506＋77）／（1237－（87＋16））＝51.4％

9割の自治体が紙パック回収に
取り組んでいます。

全体 一般市
政令指定

都市
東京

特別区
町村

市
町
村
回
収

推計量（千トン） 9.7 7.3 0.7 0.6 1.1 

都市類型別回収推計量比率 100% 75% 8% 6% 11%

一人あたりの回収量（g） 78 94 27 65 104 

集
団
回
収

推計量（千トン） 4.8 3.5 0.8 0.2 0.3 

都市類型別回収推計量比率 100% 73% 18% 3% 6%

一人あたりの回収量（g） 39 46 31 17 28 

合
計

推計量（千トン） 14.6 10.8 1.6 0.8 1.4 

都市類型別回収推計量比率 100% 74% 11% 5% 9%

一人あたりの回収量（g） 116 139 58 82 132 

都市類型別人口（百万人）	 125 78 27 10 10 

神奈川県座間市
座間市は東京から南西へ40キロメートル圏内、横浜から西へ約20キロ
メートルのところにあり、神奈川県のほぼ中央に位置しています。

2024年度状況報告●市町村回収・集団回収の状況 2024年度状況報告●市町村回収・集団回収の状況



取組事例

学校のリサイクル状況 製紙メーカーのリサイクル状況

取組事例
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　相模原市は2024年６月に、コロナ禍に

より中止していた学乳パックのリサイクルを

約４年ぶりに再開しました。市内の学校では、リサイクルの方

法がわからない児童生徒も多く、再開にあたり苦労したとの話

を伺い、当時の取組や現在の状況を知りたく、2024年10月

に相模原市立田名小学校を訪問しました。

　同校は、2024年に創立150年を迎えた市内でも歴史のあ

る学校で、コロナ禍以前にも学乳パックのリサイクルを行って

いました。再開に向けては準備期間を設け、相模原市教育委

員会や他校との情報交換、リサイクル手順を示した資料による

周知、６年生による１年生への支援などに取り組みました。

　その他、教員が牛乳パック洗浄方法の動画を作成し各クラ

スで流すことで、児童の理解が深まったとのことです。その結

果、再開後は順調にリサイクルが行われているとのことでした。

　リサイクルの手順は以下のとおりです。

①各自牛乳を飲み終えた後、手開きを行い水切りカゴに入れる。

②各クラスの当番が水切りカゴに水をためて押し洗いする。

③水を切った後、１日教室で乾燥させる。

④乾燥した学乳パックは牛乳が運ばれてきた缶容器で運び、

給食室前の回収袋に入れる。

⑤週に一度、全校分を業者が回収する。

　容環協が訪問した際、子どもたちの元気な挨拶とリサイクル

に積極的に取り組む様子が印象的でした。きれいな手開きが

できると１級、あと一歩の時は２級といった等級付けを行うクラ

スもあり、楽しみながら取り組んでいる様子が見受けられまし

た。子どもたち一人ひとり

が主体的に取り組む姿か

ら、今後も継続して取り組ま

れていくことと感じました。

2024年度状況報告

回収された紙パックは
良質なパルプ繊維として

再生されています。

　2023年度に学校給食用牛乳として供給された紙パックの総量

は13.4千トンで、前年度より0.1千トン増加しました。そのうち

リサイクルのために回収された紙パックは6.4千トン、回収率は

47.4％で、回収量と回収率はともに前年度を上回りました。学校

独自処理回収率は前年度に比べて2.9ポイント上昇しています。

しかしながら、供給されたうちの半分以上が廃棄されている状況は

変わりません。

　2023年度は引き続き新型コロナウイルス感染症の影響が

ありましたが、コロナ前に実施していたリサイクル活動を再開する

動きも一部では見られています。学校生活での日常が戻りつつ

あるなかで、いかに回収を進めるかが課題になっています。また、

びんから紙パックへと容器の切り替えを検討する際には、適切に

回収・リサイクルされるかどうかも含めて検討することが必要です。

　丸富製紙株式会社は1955年に創業

した家庭紙メーカーで、飲料用紙パック

を原料にしたトイレットペーパーを1977年に国内で初めて

作りました。同社は、ISO14001環境マネジメントシステム

認証や、FSC®（Forest Stewardship Council）のCoC

認証をそれぞれ同業他社に先駆けて取得するなど、進取の

気性に富んだ会社です。取材前の2023年にはトイレット

ペーパーに関する特許を3件、登録しています。

　容環協は12月に同社富士根工場を訪問しました。正門

脇には大きなドライヤー（すいた紙を高速で巻取る工程の

途中で、紙を乾燥させるために高温で接触させる円筒型

の設備）が展示されており、目を引きました。

　丸富製紙では、小学校児童や地域住民の工場見学を

積極的に受入れています。小学生に対しては、リサイクル

の重要性を知ってもらうため紙パックを1人につき1枚、入

場券として持ち込んでもらう取組みをしています。工場に

あるパルパー（紙パックを煮出しパルプを取り出す装置）には、

リサイクルのキャッチフレーズ「洗って 開いて 乾かして」が

貼られています。これは、再生紙が作られる工程を見学した

その場で改めて説明をすることで、紙パックをリサイクルする

際の各手順についてその意味を考えられるよう工夫した

ものです。

　見学に続いて意見交換をし、工場を出ると正面には

大きな富士山が見えました。富士山の作った地下水が、

この地域のパルプ産業を支えていることを思いながら、

帰路につきました。容環

協は製紙メーカーとも連携

し、回収率向上に向けて

啓発を続けていきます。

　2023年度の国内紙パック回収量78.1千トンと紙パッ

ク古紙輸入量を合わせた総受入量は88.9千トンでした。

ラミネートポリやその他の不純物を取り除き、トイレット

ペーパーやティシュペーパーをはじめとする71.7千トンの

家庭紙等に再資源化されました。

　紙パックは良質なパルプ繊維として、これらの製品の

貴重な原料になっています。

水洗いのようす 「洗って 開いて 乾かして」を掲示したパルパー

取り組んでいます！ リサイクル
丸富製紙株式会社 

（静岡県富士市）

トイレットペーパー
ティシュペーパー
板紙・その他

合計

71.7千トン
7.9千トン
（11.0%）

7.4千トン
（10.3%）

56.4千トン
（78.8%）

リサイクル製品への利用状況

取り組んでいます！ リサイクル
神奈川県 
相模原市立田名小学校

学乳紙パックのマテリアルフロー（推計値）

学校乳業
メーカー 13.4 100%

（13.3 100%）

学校独自処理量

回収量

11.3 84.5%
（11.8 88.3%）

4.6
（4.4 33.2%）

34.2%

学校独自処理
回収率
40.5%
（37.6%）

乳業メーカー
引取回収率
84.9%
（90.0%）

廃棄量
6.7 50.3%
（7.4 55.1%）

廃棄量
0.3 2.3%

回収量
1.8 13.1%

乳業メーカー引取量
2.1 15.5%
（1.6 11.7%）

回収量合計
6.4 47.4%

単位：千トン
( )は前年度数値

（0.2 1.2%） （1.4 10.6%）

（5.8 43.7%）

※学校独自処理とは、乳業メーカーが引き取るのではなく、
　学校が直接自治体や古紙回収業者などに引き渡すことを指します。
※四捨五入しているため、合計と一致しない箇所があります。
 

廃棄量合計
7.1 52.6%
（7.5 56.3%）

学校給食用牛乳の
紙パックのリサイクル率が

上昇しました。

2024年度状況報告●学校のリサイクル状況 2024年度状況報告●製紙メーカーのリサイクル状況



O2CO2

製紙メーカー

NEW

トイレットペーパーが１個できます
1リットルの牛乳パック6枚で

24 25

紙パックのリサイクル学

紙パックを取り巻くダブル循
ル ー プ

環

森林のライフサイクル

紙パックの原料は枯渇しません。
紙パックの原料となるのは、北米や北欧の主に針葉樹
です。これらの森林は、森林認証制度に基づいて管
理され、伐採、幼苗の植え付け、育成が計画的に行わ
れています。北米の針葉樹は約50〜80年、北欧で
は約70〜100年、間伐などをして管理、育成されます。

紙パックのリサイクル

建材の集積場所

母木から種子を採り、幼苗生
育場で大量に育て、伐採した
土地に計画的に植え付けてい
きます。

うえる

そだてる つかう

紙パック

洗って 乾かして
開いて

回収

回収業者・古紙問屋

リサイクル製品に

管理された健康な森は、大気中の
二酸化炭素をよく取り込み、酸素
を排出します。 伐採された木は、主として建材

や家具として利用されます。間
伐材の細いものや建材の端材、
枝をチップにして、紙の原料とし
て利用します。針葉樹は繊維が
長く、紙パックの加工や強度保持
に適しています。

紙パックとは、牛乳容器、乳飲料
容器、ジュースなどの容器で内側
にアルミのないものをいいます。
1000mlの他に500ml、200mlな
どの容器も集められています。

回収方法には、スーパーなどの
店頭回収、市町村回収、市民団体
などによる集団回収や学校など
での回収があります。

紙パックを選別して、再生紙メーカーに輸送します。

再生紙
メーカー

ラミネート部分を取り除き、原紙
部分を再溶解します。この時イ
ンクの残りなどを除いて、きれい
なパルプに作り上げて、トイレッ
トペーパーなどのリサイクル製品
にします。50〜100年のサイクル

端材や間伐材

木はムダなく使われます。

建材や家具材

紙パックは環境負荷の少ない容器※

1000mlの紙パック1枚当たりのCO2排出量は、32.4gと環境
負荷の少ない容器です。
1000mlの紙パック1枚のリサイクルは、CO2排出量23.4gの削
減につながります。
※出典は環境省請負調査、（財）政策科学研究所「平成16年度容器包装ライフ・サイクル・アセス

メントに係る調査事業 報告書」

チップ

飲み終わった紙パックは
上質な資源。

リサイクル製品に生まれ変わります。

紙パックのリサイクル学●紙パックを取り巻くダブル循
ル ー プ

環 紙パックのリサイクル学●紙パックを取り巻くダブル循
ル ー プ

環



リサイクルされる工場（工程）が違うんです

牛乳パックとその他の紙は混ぜないで！ 全国牛乳容器環境協議会の概要

26 27

年度 あゆみ 関連法規の動き
1984年 もののたいせつさを子どもたちに伝えたいと山梨県の主婦グループが牛乳パックの再利用運動を開始

1985年

1993年

「全国牛乳パックの再利用を考える連絡会」発足（1985年）
「全国牛乳容器環境協議会」設立（1992年）
「牛乳パック再利用マーク」決定（1992年）
林野庁主催「森

も り

林の市」に出展（1993年より2008年まで毎年出展）

●環境基本法制定（1993年）

1995年 「飲料用紙容器（紙パック）リサイクルの現状と動向に関する基本調査」開始 ●容器包装リサイクル法
　本格施行

1996年 「飲料用紙容器リサイクル協議会」発足

1997年 牛乳パック回収システム全国事例調査の実施 ●容器包装リサイクル法施行

1998年
学校給食用牛乳パックのリサイクル推進モデル事業を開始（北海道）
学校給食用牛乳パック等の回収・再商品化システム構築のための実験プロジェクトの実施（福岡、兵庫）
飲料用紙容器の回収促進のための懇親会の開催（開催場所＊１）

1999年 紙パックリサイクル促進地域会議の開催（継続開催＊１）

2000年
紙パック識別マーク自主制定
飲料用紙パックのリサイクル促進意見交換会開始（継続開催）

●容器包装リサイクル法完全施行
●循環型社会形成推進
　基本法制定
●資源有効利用促進法制定

2001年 牛乳パック回収拠点拡大運動の展開（回収ボックスを各地域へ提供） ●資源有効利用促進法施行

2002年
全国牛乳容器環境協議会10周年記念シンポジウム開催
牛乳パック回収拠点10,000か所拡大活動開始
紙パックのライフサイクルアセスメント（ＬＣＡ）調査開始（継続実施）

2003年 北米における紙パックＬＣＡ調査実施

2004年
環境キャンペーン開始（毎年の環境月間、3Ｒ月間に実施）
紙パックリサイクル講習会の開催（継続実施＊２）
国内最大級の環境関連展示会「エコプロダクツ2004」出展（毎年継続出展）

●�容器包装リサイクル法見直し
審議開始

2005年

紙パックの回収率目標2010年度50％以上を設定
容器包装の３Ｒ推進のための自主行動計画を公表（飲料用紙容器リサイクル協議会）
子ども向け環境教育用ホームページ「牛乳パックン探検隊」開設
北欧における紙パックＬＣＡ調査実施

2006年 全国パック連20周年記念集会 ●�改正容器包装リサイクル法
公布

2007年

「プラン2010飲料用紙パックリサイクル行動計画－回収率50％に向けて－」策定・発刊
環境月間の主要行事「エコライフ・フェア２０07」に出展（毎年継続出展）
「環の縁結びフォーラム－全国パック連情報交流会－」協賛（毎年継続開催）
北米における紙パックLCA調査実施
牛乳パックリサイクル出前授業開始（継続実施＊３）
牛乳パック回収拠点拡大運動のさらなる展開（20,000か所目標）

2008年
洞爺湖サミット記念環境総合展2008出展
飲料用紙容器へのCTMP採用問題対応会議

●�改正容器包装リサイクル法
　完全施行

2009年 書籍「紙パック宣言」出版

2010年
DVD「牛乳パックン探検隊」制作
第１回「日韓乳加工産業環境経営フォーラム」（韓国ソウル開催）

2011年

冊子「紙パックリサイクルほんとのはなし」発行
紙パックリサイクル韓国出前授業指導者講習会開催（韓国）
回収ボックス配布20,000か所達成
「プラン2015飲料用紙パックリサイクル行動計画」策定・発刊
容器包装の３Ｒ推進のための第二次自主行動計画を公表（飲料用紙容器リサイクル協議会）
第２回「日韓乳加工産業環境経営フォーラム」（大阪開催）
「牛乳パック再利用マーク普及促進協議会」設立

あゆみ

「エコライフ・フェア2007」出展

「エコプロダクツ2004」に出展

牛乳パックリサイクル促進地域会議開催

牛乳パック再利用マーク

●全国牛乳容器環境協議会のあゆみ　■全国牛乳パックの再利用を考える連絡会のあゆみ　★連携強化活動
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紙パックリサイクルほんとのはなし

年度 あゆみ 関連法規の動き

2012年
容環協運営新組織発足（総務・支部組織・広報・イベント委員会）
第３回「日韓乳加工産業環境経営フォーラム」（韓国慶州開催）
北欧における紙パックＬＣＡ調査実施

2013年
容環協創立20周年記念シンポジウム開催
冊子「「もったいない」ものがたり」発行

●�改正容器包装リサイクル法
　見直し審議開始

2014年 紙パック組成分析調査（松戸市）

2015年
紙パック組成分析調査（町田市）
冊子「紙パックリサイクル全国20事例集第４集」発行
「紙パックリサイクルに関わる製紙メーカー意見交換会」開催（毎年継続開催）

2016年

「プラン2020飲料用紙パックリサイクル行動計画」策定・発刊
容器包装3Rのための第三次自主行動計画を公表（飲料用紙容器リサイクル協議会）
北米における紙パックLCA調査・紙パックリサイクル実態視察
リーフレット「ひと目でわかる　紙パックリサイクルほんとのはなし」発行

●�改正容器包装リサイクル法
　見直し審議終了

2017年
都営バス広告を実施（"牛乳パックン"バス）
冊子「大人も子どもも　牛乳パックで作る小物リサイクル工作室」発行

2018年
燃やせるごみ専用袋の外装に広告掲載（町田市）
ＡＲ（拡張現実）を利用した啓発実施

2019年

欧州視察（サーキュラーエコノミーとEUにおける紙パックリサイクルの実態調査）
容環協新規イベントへの出展（川崎市エコ暮らしこフェア、八千代どーんと祭）
紙パック組成分析調査（富士市）
燃やせるごみ専用袋の外装に広告掲載（三鷹市）
冊子「学校給食用牛乳パックリサイクルの手引き」発行
「環の縁結びフォーラム―紙パックリサイクル循環システムの現状と今後―」
商業施設でワークショップ開催「ライフ八戸ノ里店（東大阪市）」

2020年
マシンガンズ 滝沢秀一氏(環境省サステナビリティ広報大使)による啓発動画作成
エコプロ(エコスタディルーム)Online、エコライフ・フェア2020 Onlineに出展
リサイクル促進意見交換会をリモートで開催

●�改正容器包装リサイクル法
施行（レジ袋が有料化）

2021年

「プラン2025飲料用紙パックリサイクル行動計画」策定・発刊
容器包装3Rのための自主行動計画2025を公表（飲料用紙容器リサイクル協議会）
川崎市環境局・市民団体との協働で、市内の学乳パックリサイクル推進活動を本格的に開始
地域環境ファシリテーターとのネットワーク強化を目的とした「ありたい姿セッション」を開催
燃やせるごみ専用袋の外装に広告掲載（八王子市）
紙パックのラミネート樹脂リサイクルの高度化に向けた取組みを開始

●�プラスチック資源循環促進法
が成立（2022年4月より施行）

2022年

紙パックで地球にやさしくNOTEBOOK、地球にやさしく紙パックのリサイクル冊子発行
WebやSNSを活用したタイアップ広告を開始
燃やせるごみ専用袋に紙パックリサイクルの啓発広告を掲載（八王子市、三鷹市、羽村市）
飲食産業における紙パック回収率の向上に向けてSRAジャパンと連携した取組みを開始

2023年

大人用冊子「知ってほしい 紙パックとリサイクル」発行
北米視察（採種園、森林管理施設、原紙メーカー、リサイクル施設など）
SRAジャパンと連携した飲食産業における紙パック回収の取組みを強化

（関東、東海、近畿）
コロナウイルスの感染症分類変更に伴い、自治体や他団体と連携した
イベントを再開・強化

2024年

牛乳パックン啓発動画を更新
飲料用紙パック回収ボックスのデザインを更新
燃やせるごみ専用袋に紙パックリサイクルの啓発広告を掲載（帯広市、羽村市、逗子市、犬山市）
関東圏で紙パックリサイクルについてのインターネット意識調査を実施
SDGs Week EXPO 2024　エコプロ2024出展
SRAジャパンと連携した飲食産業における紙パック回収の取組みを継続（東北、関東、東海、近畿）
第24回「牛乳紙パック『遊ぶ学ぶ』コンクール」協賛（2011年より継続）

●�再資源化事業高度化法公布
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Stora Enso社Imatra工場

Nippon Dynawave Packaging Longview工場

エコプロOnline 2020
オンラインセミナー

容環協創立20周年記念
シンポジウム

紙パック識別マーク

全国牛乳容器環境協議会の概要●あゆみ 全国牛乳容器環境協議会の概要●あゆみ
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団体会員（3団体）
一般社団法人 日本乳業協会
一般社団法人 Jミルク
全国乳業協同組合連合会

飲料用紙容器メーカー（7社）
日本製紙（株）
日本テトラパック（株）
石塚王子ペーパーパッケージング（株）
大日本印刷（株）
TOPPAN（株）
北越パッケージ（株）
東京製紙（株）

乳業メーカー（110社）
【北海道】（11社）

　よつ葉乳業（株）
サツラク農業協同組合
北海道保証牛乳（株）
新札幌乳業（株）
くみあい乳業（株）
北海道乳業（株）

（株）函館酪農公社
（株）北海道酪農公社
（株）町村農場

倉島乳業（株）
（株）豊富牛乳公社

【青森県】（1社）
萩原乳業（株）

【岩手県】（1社）
不二家乳業（株）

【宮城県】（3社）
東北森永乳業（株）
山田乳業（株）
みちのくミルク（株）

【山形県】（2社）
（有）後藤牧場

奥羽乳業協同組合

【福島県】（2社）
酪王協同乳業（株） 
松永牛乳（株）

【茨城県】（4社）
茨城乳業（株）
トモヱ乳業（株）
いばらく乳業（株）
関東乳業（株）

【栃木県】（4社）
針谷乳業（株）
栃木明治牛乳（株）
栃木乳業（株）
ホウライ（株）千本松牧場本部

【群馬県】（3 社）
榛名酪農業協同組合連合会
東毛酪農業協同組合
群馬明治（株）

【埼玉県】（4社）
森乳業（株）
西武酪農乳業（株）
埼北酪農業協同組合
大沢牛乳（株）

【千葉県】（3社）
古谷乳業（株）
千葉北部酪農農業協同組合
千葉酪農農業協同組合

【東京都】（6社）
雪印メグミルク（株）

（株）明治
森永乳業（株）
協同乳業（株）
小岩井乳業（株）
コーシン乳業（株）

【神奈川県】（5社）
タカナシ乳業（株）
横浜森永乳業（株）
近藤乳業（株）
足柄乳業（株）

（株）協同牛乳

【長野県】（2社）
八ヶ岳乳業（株）

（有）松田乳業

【新潟県】（4社）
新潟県農協乳業（株）
原田乳業（株）

（株）塚田牛乳
（株）佐渡乳業

【富山県】（2社）
となみ乳業協業組合
黒東乳業

【石川県】（1社）
アイ・ミルク北陸（株）

【岐阜県】（4社）
飛騨酪農農業協同組合

（有）牧成舎
関牛乳（株）
美濃酪農農業協同組合連合会

【静岡県】（4社）
いなさ酪農業協同組合
函南東部農業協同組合
東海明治（株）
朝霧乳業（株）

【愛知県】（2社）
中央製乳（株）
常滑牛乳（資）

【三重県】（1社）
大内山酪農農業協同組合

【京都府】（2社）
平林乳業（株）
京都農業協同組合畜産酪農センター

【大阪府】（5社）
泉南乳業（株）
日本酪農協同（株）
ビタミン乳業（株）

（株）いかるが牛乳
江崎グリコ（株）

【兵庫県】（2社）
丹波乳業（株）
淡路島牛乳（株）

【鳥取県】（1社）
大山乳業農業協同組合

【島根県】（1社）
木次乳業（有）

【岡山県】（3社）
オハヨー乳業（株）
梶原乳業（株）
蒜山酪農農業協同組合

【広島県】（3社）
山陽乳業（株）
広島協同乳業（株）
チチヤス（株）

【山口県】（2社）
やまぐち県酪乳業（株）
防府酪農農業協同組合

【香川県】（1社）
四国明治（株）

【愛媛県】（1社）
四国乳業（株）

【高知県】（1社）
ひまわり乳業（株）

【福岡県】（3社）
ニシラク乳業（株）
オーム乳業（株）
永利牛乳（株）

【長崎県】（1社）
島原地方酪農業協同組合

【熊本県】（4社）
熊本県酪農業協同組合連合会
熊本森永乳業（株）
球磨酪農農業協同組合
阿蘇農業協同組合

【大分県】（3社）
九州乳業（株）
下郷農業協同組合

（有）古山乳業

【宮崎県】（1社）
南日本酪農協同（株）

【鹿児島県】（1社）
鹿児島県酪農乳業（株）

【沖縄県】（6社）
沖縄明治乳業（株）
沖縄森永乳業（株）

（株）マリヤ乳業
（株）八重山ゲンキ乳業

元気生活（株）
（株）宮平乳業

賛助会員（13社）
王子エコマテリアル（株）
西日本衛材（株）

（株）日誠産業
日本製紙クレシア（株）
大和板紙（株）
コアレックス信栄（株）
丸富製紙（株）

（株）山田洋治商店
（株）クレスコ
ウェストロックアジア（株）
マスコー製紙（株）
ストゥーラ エンソ ジャパン（株）
日本ダイナウェーブパッケージング

（2024年12月現在）

会員一覧回収ボックスリニューアル

＊１　紙パックリサイクル促進地域会議の開催地（1998年～2024年）
北海道、函館、青森、岩手、宮城、福島、山形、新潟、長野、群馬、さいたま、蕨、千葉（東葛）（千葉）、茨城、東京都（北部）（東部）（23区）、昭島、神奈川、横浜、静岡、
岐阜、石川、福井、三重、桑名、愛知、滋賀、大阪（京阪神）、京都、兵庫（神戸・阪神）、明石、島根、岡山、広島、徳島、愛媛、高知、福岡、北九州、春日、大分、佐賀、熊本、
沖縄

＊2　紙パックリサイクル講習会の開催地（2004年～2024年）
札幌市、旭川市、筑西市、さいたま市、川越市、朝霞市、富士見市、野田市、松戸市、（千葉県）横芝光町、東京特別区（中央区、渋谷区、品川区、江東区、中野区、北区、
荒川区）、西東京市、狛江市、武蔵野市、八王子市、横浜市、川崎市、相模原市、厚木市、甲府市、大月市、（静岡県）清水町、春日井市、日進市、大阪市、西宮市、松山市、

（徳島県）板野町、高知市、久留米市、別府市、那覇市

＊3　紙パックリサイクル出前授業の実施（2007年〜：2012年以降の実施校を記載）
青森市立泉川小、仙台市立中山小、水戸市立赤塚小、筑西市立上野小、（栃木県）茂木町立茂木小、芳賀町立芳賀南小、野木町立友沼小、川口市立戸塚南小、越谷市立
大袋東小、三郷市立丹後小、市川市立国府台小、市原市立ちはら台桜小、野田市立二川小、墨田区立中和小、大田区立都南小、江戸川区立篠崎第二小、町田市立小山小、
青梅市立今井小、多摩市立諏訪小、横浜市立荏子田小、同 綱島小、同 日枝小、同 上星川小、同 瀬谷第二小、同 矢向小、同 豊岡小、川崎市立東小倉小、同 川崎高校
附属中、同 平間小、同 虹ヶ丘小、同 小田小、同 南河原小、同 鷺沼小、同 宮崎小、同 下河原小、同 西御幸小、同 向丘小、同 東門前小、同 古市場小、同 東橘中、大月市
学童クラブなのはな、南アルプス市立白根百田小、富山市立新庄小、静岡市立東源台小、岡崎市立山中小、尾張旭市立本地原小、日進市立東小、弥富市立白鳥小、（岐阜県）
神戸町立神戸小、大阪市立長吉南小、堺市立熊野小、貝塚市立中央小、門真市立上野口小、島本町立第二小、（奈良県）王寺町立王寺北小、新見市立本郷小、広島市立
井口台小、同 牛田新町小、同 仁保小、同 大町小、同 八幡東小、同 河内小、福山市立引野小、三豊市立松崎小、北九州市立天籟寺小、同 星ヶ丘小、同 折尾東小、佐賀市立
若楠小、（佐賀県）吉野ヶ里町立東脊振小

●回収ボックスのデザイン変遷
年

2001

2013

2014

2024

2025

紙パック回収拠点を拡大するため、回収ボックスの無償提供を開始

使いやすさに配慮したデザインにリニューアルし、4月より配布（現在配布中のタイプ）

ハーフサイズ回収ボックスを作成（2024年在庫限りで配布終了）

デザインをリニューアルし、エコプロ2024で初公開

新デザイン回収ボックスを配布開始

できごと

　容環協では飲料用紙パックのリサイクル拠点を増やす

ため、拠点となる学校や公民館、商店などに回収ボックス

を無償で提供する活動を2001年から続けています。

　今回、回収ボックスのデザインを約10年ぶりにリニュー

アルしました。材質には従来と同じく紙パック由来の再生

紙を使っています。

　新デザインの回収ボックスを初披露したエコプロ

2024では、牛乳パックを持参して回収ボックスに投入

されたお客様に粗品を差し上げました。

　現行品の在庫が無くなり次第、新デザインの回収ボッ

クスをお配りいたします。回収ボックスの申込は、①学校

名・団体名、②担当者名、③連絡先（住所、電話、FAX、

メールアドレス）を記入し、otoiawase@spin-inc.co.jp

またはFAX 03-5629-4136にご連絡ください。

回収ボックスのデザインをリニューアルしました

NEW

20142001 2013
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Paper Carton Recycling 
Annual Report

2025

年次報告書
紙パックリサイクル

全国牛乳容器環境協議会

1000mlの紙パック６枚は
トイレットペーパー1個分のパルプに相当します

リサイクルありがとう
飲み終わ

ったら 洗って 開いて 乾かして

学校、公共施設、福祉施設、店頭などへの回収ボックス設置にご協力頂くと共に、安定的、定期的に回収
できるシステムづくりをお願い申し上げます。回収した紙パックの引渡先などが判らない時には、地元
自治体の行政窓口にお問い合わせ下さい。その他ご不明な点があれば、当協議会までご連絡下さい。

紙パックの回収にご協力頂いている教育機関、
行政機関、団体、企業のみなさまへ

お問い合わせ先 全国牛乳容器環境協議会 
Email ： info@yokankyo.jp

紙パック
リサイクル
ループ

乳業メーカーと紙容器メーカーが協力し、
牛乳などの紙容器にかかわるリサイクルと
環境保全に取り組んでいます。

全国牛乳容器環境協議会
〒102-0073　東京都千代田区九段北1-14-19 （乳業会館）
TEL 03-3264-3903    FAX 03-3261-9176
https://www.yokankyo.jp

NEW

気持ちいい。
捨てるよりリサイクルが

発行：2025年1月




